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【課題の概要】 
本研究は、パレ―スピン量子光学の新しい学理の構築と、そ

れを応用したバレースピン量子フォトニクスの開拓を目指す
ものであり、原子層人工ヘテロ構造作製の高度化、バレース
ピン量子光学状態と量子制御、バレースピンフォトン光源な
どの量子フォトニクスデバイスへの応用を切り拓くものであ
る。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
原子層人工ヘテロ構造のモアレパターンによるゼロ次量子

ドットの閉じ込めは新しい光量子情報デバイスの基盤技術と
なり得るものであり、量子光情報デバイスへの発展が期待で
きる。 

 


